
2015年9月期 2016年9月期 2017年9月期

売 上 高

（単位：百万円）

営 業 利 益

10,205 10,594 11,352

1,077 1,094 1,190

経 常 利 益 1,022 1,072 1,185

当 期 純 利 益 652 712 801

1株当たり当期純利益（円） 32.96 35.31 39.72

1株当たり配当金（円） 6.00 6.00 8.00

2018年9月期 2020年9月期（予想）

12,311 13,695

1,323 1,220

1,300 1,215

896 815

44.39 36.38

10.00 20.00

2019年9月期

12,779

1,156

1,151

791

36.05

11.00

業界環境

業績の推移

会社概要 （2019年9月末現在）

資本金別事業者数の分布
合計 8,201 業者

2,957 

3,838 

857 
549 

2018年

1億円以上

5千万円以上～
1億円未満

500万円以上～
5千万円未満

資本金なし～
500万円未満

売上高3億円以上の
葬祭事業者カテゴリー別売上高シェア

専門葬儀社
28.4%

合計
1兆1138億円

冠婚葬祭互助会
56.4%

互助会系
施行事業社
10.9%

JA系専業
事業社
4.3%

参列される方、お一人おひとり、それぞれが、故人様
へさまざまな想いを抱かれています。
もう会うことのない寂しさ、叶えられなかった約束へ
の心残り、頼るべき存在を失った悲しみ…。

そして、良かったこと、そうでなかったこと、
さまざまな思い出が、心の中をかけめぐるでしょう。

それでも、ティアは信じます。

たった一度しかない人生を終えられた人の一生を振
り返るとき、そこに、ともに同じ時代を生き、
ともに過ごしてくれたことへの感謝の言葉がきっと
自然にこみ上げてくることを。

「ありがとう。」

参列されたすべての方々が、その、最期の想いをしっか
りと伝えられるご葬儀とさせていただくことが、ティ
アの使命です。

そのために、ティアは、ご遺族のお話をていねいに
お聞きすることからはじめます。そして、生前の故人
様に想いをはせ、
ご遺族の望まれるかたち、故人様の最期にふさわし
いご葬儀となるよう全力で取り組みます。

二度とない最期の大切な時間、悔いを残されること
のないよう、私たち一人ひとりが、培ってきたすべての
知識を活かし、
故人様を想う心をこめて、一つひとつのご葬儀を務
めさせていただきます。

株式会社ティア
会社案内
（東証／名証第1部：2485）

社 名

本 社 所 在 地

U R L

代表取締役社長

資 本 金

社 員 数

発行済株式総数

上 場 市 場

証 券 コ ー ド

株式の売買単位

単 元 株 主 数

関 連 会 社

株式会社ティア

愛知県名古屋市北区黒川本通三丁目35番地1

http://www.tear.co.jp

冨安 徳久

18億72百万円

528人

22,404,800株

東京証券取引所 市場第1部、名古屋証券取引所 市場第1部

2485

100株

24,675人

株式会社ティアサービス（資本金300万円）

※連結業績予想の「1株当たり当期純利益」は、2019年9月末現在の発行済株式数にて算定しております。
※「1株当たり配当金」は株式分割の影響は考慮せず、実際の配当金の額を記載しております。

※2017年9月期以降、連結会計に移行しております。
※連結業績の当期純利益は「親会社株主に帰属する当期純利益」を記載しております。

【出所】  市場規模：株式会社 矢野経済研究所 「フューネラルビジネスの実体と将来展望 2017年度より」（2018年10月）
　　　  事業所数：経済産業省公表「特定サービス産業実態調査」
　　　  売上高3億円以上の葬祭事業者のカテゴリー：
　　　  綜合ユニコム株式会社「月刊フューネラルビジネス2017年10月号」より当社が加工　　　　

日本の潜在葬儀人口は2040年前後をピークに、現在の約1.3

倍の水準である170万人/年に拡大すると予想され、直近の葬儀

需要も増加傾向で推移しています。一方で、死亡年齢の高齢化、

核家族化等により葬祭規模は縮小傾向で推移し、直近の葬儀

市場は前期比較で横ばいの1兆8000億円前後で推移しています。

葬祭事業者数は前回調査から35ヶ所増加の8,201事業所

であり、2013年比較では473ヶ所減少しています。資本金1億

円未満の中小・零細事業者がいまだ全体の9割以上を占めて

おり、大手葬儀社の寡占化が進んでいない市場環境と言えます。

近年の葬儀業界では、「儀式の多様化による葬儀単価の低下」

「異業種からの参入を含めた業界競争の激化」「葬儀社の社会的

役割の拡大」といった課題が顕在化する一方、死亡人口の増加を

背景に葬儀件数が増加し、葬儀に関する相談件数が増えています。

当社では、このような潮流への対応を進めるとともに、究極の

サービス業としての葬儀事業を追求するべく、「ティアイズム」

の徹底、人財育成の強化を通じ、サービスのさらなる質向上に

注力しています。

ティア IR 検索
詳細情報は

http://www.tear.co.jp/
company/ 

【 IRサイトのご案内 】
当社IRサイトでは、決算短信や説明

会資料などの各種資料をはじめ当社

についてわかりやすくまとめた「すぐ

分かるTEAR」や中期経営計画、株式

情報などを掲載しています。



ティアの歩み　「葬儀価格の完全開示」と「適正な葬儀費用」を一貫して提唱する葬祭企業として、名古屋市を起点に、関西圏、関東圏への進出を進めてまいりました。

中長期目標の会館数200店舗体制の実現とその後の持続的な成長を目指し、「オンリーワンブランド“ティア”」の
スローガンのもと、新たな中期経営計画を策定しました。

ご遺族の悲しみに寄り添う葬儀社であり続けるために ●次の３カ年計画 ［中期経営計画］

ネットワークと展開エリア
(2019年9月末現在)
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05/9月期 06/9月期 07/9月期 08/9月期 09/9月期 10/9月期 11/9月期 12/9月期 13/9月期 14/9月期 15/9月期 16/9月期 17/9月期 18/9月期

1997年7月
株式会社ティア創業

2006年6月
名証セントレックス上場

2008年9月
名証第2部に市場変更

2013年6月
東証第2部に上場

2014年6月
東証第1部、名証第1部に上場

2017年9月
連結決算に移行2009年7月

テレビ東京系
「カンブリア宮殿」出演

1998年1月
第1号葬儀会館
「ティア中川」開設

2004年10月
葬祭フランチャイズ
事業開始

2006年3月
「ティア門真」開設、関西進出
FC1号店「ティア橋本」開設

2011年5月
直営・FC合計
50店達成

2012年9月
「ティア越谷」開設、
関東進出

2016年8月
東京都内1号店
「葬儀相談サロン」開設

2017年5月
株式会社ティアサービスの子会社化、
湯灌サービスの内製化

凡例： □ コーポレートの流れ
□ 事業の流れ
　 葬儀件数（件／直営・FC計）
　 会館数（件／直営・FC計）

岐阜

愛知

三重

和歌山

埼玉

神奈川

大阪

東京

茨城

関東エリア

13店関西エリア

19
116

店

合計 店

中部エリア

84店
・南海グリーフサポート株式会社 15店
・ライフサポート株式会社 11店
・エスケーアイマネージメント株式会社 6店
・株式会社ふなやす 5店
・株式会社月昇天 ・大丸石材産業株式会社2店

・株式会社豊蓮 2店
・株式会社アルファ 2店
・株式会社ベイ・ラミュール 2店
・株式会社いっしん １店

１店

FCクライアント11社

・株式会社テイト １店

● 直営店
● FC店
● 葬儀相談サロン

－基本方針－
直営会館と葬儀相談サロンの出店加速と
フランチャイズにおける計画的な出店

既存会館のユーザビリティの向上と
ＷＥＢマーケティングの強化

葬儀付帯業務の更なる内製化と
Ｍ＆Ａに係る基準の明確化 計画的な人財確保と教育体制の強化

1 2

3 4

（2019年9月期）

直営 68店
FC 48店
合計 116店

中期経営
計画公表

（2015年11月9日）

中長期目標である
会館数200店舗体制の実現と
その後の持続的な成長を

目指す

2019年9月期 2022年9月期数値計画のローリング 生涯スローガン
「目指せ！ 日本で
一番『ありがとう』と
言われる葬儀社」

中期経営計画

直営 97店
FC 72店
合計 169店

（2022年9月期）

2019年9月期（人） 2020年9月期
内定者数入社数

2021年9月期
採用計画

2022年9月期
採用計画

入社・内定者・採用計画 33 31 30 20

●PDCAサイクルに則った新卒採用プログラムにより、３カ年で約80名の新卒採用を計画
●６カ月間の新卒教育プログラムを運用し、新入社員の離職防止と早期育成の実現を目指す
●「ティア・ヒューマンリソース・センター（THRC）」の稼働により人財育成の効率化を推進

（店） 2019年9月期 2020年9月期
連結予想連結業績

2021年9月期
計画

2022年9月期
計画

出店：直営会館 7 8 7 6
　　   葬儀相談サロン 4 3 3 2
期末会館数 68 79 89 97
出店：FC 3 8 8 8
期末会館数 48 56 64 72
出店数　　　　　　計 14 19 18 16
期末会館数　　　　計 116 135 153 169
改修計画 2 2 2 2

●出店計画は年に直営会館6～8店、葬儀相談サロン2～3店、FC8店を計画
●3カ年で直営会館21店、葬儀サロン8店、FC24店の出店を計画、最終年度には169店を目指す

2018年8月
直営・FC合計
100店達成

2019年4月
人財教育施設
「ティア・ヒューマン
リソース・センター
（THRC）」開設

19/9月期

　尊い命と向き合う葬儀の仕事に感銘を受け、葬儀業界に従事
して約40年。当社を創業して20年以上が経ちます。創業当初
から、多死社会・超高齢化社会の到来を見据え、葬儀費用の
明確化、透明化に重点を置き、地域密着で身近な専用葬儀会
館の開設に注力。「目指せ！日本で一番『ありがとう』と言われ
る葬儀社」を生涯スローガンに掲げ、「徹底した人財教育によ
るサービスの向上」「明瞭な価格体系による葬儀費用の明確
化」「ドミナント出店による利便性の向上」を経営戦略の基本
方針として、直営・フランチャイズ出店による事業展開を進めて
まいりました。
　全国統一ブランドが存在せず、個人経営の地場事業者が圧
倒的に多い葬儀業界において、私は“人”こそが最大の差別
化要因、成長の源泉であると考えております。当社では、独自の
人財教育システムである「ティアアカデミー」のもと、葬儀に
関する技術教育はもちろん、経営理念に基づく徳育的な
「命」と「心」の教育を繰り返し行っております。このように
徹底した人財教育こそがティアの強みにつながっていると言え
ます。
　2019年4月、当社は人財教育のための専用施設『ティア・
ヒューマンリソース・センター（THRC）』を開設いたしました。

※2017年9月期以降、連結会計に移行しております。

これまで分散していた人財教育の場をこの施設に集中
させ、感謝の想いをもって最期のお別れに寄り添える
人財、感動を生み出す人財を計画的・効率的に育成し
てまいります。
　葬儀業界が真にご遺族に寄り添える存在になれる
よう、ティアは葬儀業界のオピニオンリーダーとなり、
デスケアを通じて社会に貢献したいと考えております。
そして、オンリーワンブランド「ティア」を全国統一ブラ
ンドにしたい。中期経営計画の200店舗体制は、その
ための一通過点でしかありません。
　多様化するお客様ニーズに対応するため、葬儀社の
今後の役割は、儀式を提供するだけでなく、生前お見
積りを含め、どれだけの事前相談にお応えできるか、
事後にどれだけのアフターフォローを実行できるかと
いう、総合サービス業に進化していくと思います。究極
のサービス業を目指す当社は、新たな発想や柔軟な
対応力をもって、サービスのさらなる質向上を目指して
まいります。そのうえで、社内が一丸となって、感謝の
想い、心の涙をもって最期のお別れができる場面、大切
な命がつながれていく場面を創出し続けたいと考えて
おります。
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